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帯状疱疹の予防ワクチン
50歳以上の方へおすすめ
帯状疱疹とは、発疹が体の片側に現れ、特徴的なピリピ

リ、チカチカする神経痛のようなもの、あるいは焼けるよ
うな痛み、電気が走るなどと感じ、持続的な痛みで不眠に
なったり日常生活に支障が出たりします。
原因は水ぼうそうと同じウイルス。子どもの頃の水ぼ

うそうのあと、ウイルスは何年も体に居座り、加齢や糖尿
病、がんなどで免疫力が落ちてくると活発化して皮膚表面
に現れ、帯状の発疹を形成します。顔面神経麻痺や難聴、め
まい、味覚障害などの重い後遺症を引き起こすこともあり
ます。年齢は、50歳以上から増加し、80歳までに3人に1人
は経験するともいわれます。
最近、ワクチン接種による帯状疱疹の予防が進んでい

ます。一つは、既存の水ぼうそうワクチン。数年前から50
歳以上の方にも適応され、予防効果は50～70％といわれ
ます。ただ、生ワクチンという性質上、免疫力が抑制される
方には接種できませんでした。
昨年、新たな帯状疱疹ワクチンが発売されました。これ

は不活化型ワクチンで、生ワクチンが使用できない方でも
接種できることが多くなりました。効果は、50歳以上で
97％、70歳以上で90％近くと、生ワクチンよりも優れた
成績が得られています。また、合併症として頻度が高く厄
介な痛みに悩まされる帯状疱疹後神経痛の減少率は、50
歳以上で100％、70歳以上で85％と報告されています。
二者を比べて、生ワクチンは接種が1回ですが、不活化

ワクチンは2回必要（2カ月間隔）です。副反応も不活化型
は接種部位の痛みや腫れ、発赤、筋肉痛、疲労感などが多い
ようですが、1～3日以内に回復します。費用は、任意接種
ですから自己負担がかかり、2回接種による出費増額はつ
らいかも知れません。
今年の初め、横浜の市長さんがこの病気で1週間入院

し、成人式を欠席したとの報道がありました。50歳以上の
皆さん、一度かかりつけ医に相談されてみてはいかがでし
ょう。
※生ワクチンとは、生存能力を損なうこと
なくウイルスや細菌の病原性を低下させ
て作ったワクチンです。

〈文：愛知医療学院短期大学教授　杉山成司（医学博士）〉
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